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（法律文化社 1995 年）112 頁以下参照。マルクはまた｢宗教なしには偉大で純粋な芸術は存在しな
い。芸術作品が宗教的であればあるほど、より芸術的であるというのは一つの偉大な真理である｣と書
いている。Wolf-Dieter Dube, The Expressionists, Thames and Hudson, London, 1972, p.125. 
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た意味の経験であるということである｣(‘Religious Dimensions of Contemporary Art’, in On Art 
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についてのその時代の解釈の両方に関する注解である（Michael F. Palmer, Paul Tillich’s Philosophy 
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なものとの境界を含む。そこでは破壊は創造することなく象徴されている。何故ならデーモン的なも
のと異なり、サタン的なものはアクチュアルな存在を持っていない｣(‚Das Dämonische: Ein Beitrag 
zur Sinndeutung der Geschichte‘, Tübingen, 1926 は、 “The Demonic”として英訳され、The 
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(Tillich[1927a], p.190)」（芦名定道『ティリッヒと現代宗教論』北樹出版 1994年 240‐241頁）。 
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（かわぎり・のぶひこ 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
 
